
資料５

記載する視点（現状） 記載する視点（追加・削除）

1

・合併以降、市民自治のまちづくりを推進
・さまざまな社会情勢の変化に対応すること
・多様化する市民ニーズへの対応
・第2次朝来市総合計画後期基本計画で人口政策を最重要課題とした
・これまでの取組を引き継ぎ、持続可能なまちづくりに取り組む

・コロナ禍以降、市民幸福度（ウェルビーイング）の政策指標が下降傾向にあることをふ

まえて改訂する。

・「一人一人が役割を持つ」ことの重要性の再認識。

・市民自治の「参画と協働」の重要性の再認識。

・近年の社会的な変化の中で、「若者に焦点を当てた取組」「市民とともに」の視点を

持った取組を推進し、さらには未来に夢と希望を持てる朝来市を創っていきたいという想

い。

1

・人口減少
・平成17年国調との平成27国調との比較
・人口目標も20,000人とした第2次朝来市総合計画後期基本計画の考え方を引き継ぐ
・将来を見据える

・R2国調の内容を反映。

・R2人口は推計を上回っている一方、2050年頃の人口推計が20,000人を少し下回って

いるため、さらに取組を強化する必要がある。

2

・就業者人口の減少
・後継者不足
・UIJターンを促進する
・女性、高齢者、障害のある人等、誰もの働きやすい環境整備
・働き方改革

・コロナ禍を経た働き方の変化。

・仕事では、子育てに加えて介護など、それぞれに対応した多様な働き方が求められてい

る。

・より女性活躍推進が求められている。

3
・20代前半の減少
・20代、30代の人口が自然増にも影響する
・出生率による考察

・出生数が減少している。

・若年女性人口の増を図ることが必要。

・若者に焦点をあてた取組が求められる。

4
・地域のつながりがコロナ化で希薄になっている
・価値観やライフスタイルが多様化

・新しい関わり方（ゆるやかなつながり・関係人口的な参加）が大切になる。

・「多様性と共生」「自分らしい暮らし・働き方を選べる暮らし」「関わりしろのあるま

ち」がより重要になっている。

・多様な価値観が交わることで生まれる地域の創造力。

・幸福感・納得感のある人生の選択を地域で支える。

5

・仕事では、子育てに加えて介護など、それぞれに対応した多様な働き方が求められてい

る。

・より女性活躍推進が求められている。

6
・H27国調にて記載
・それぞれの価値観やライフスタイルに応じた暮らし方

・R2国調の内容を反映。

7
・平成23年東日本大震災
・異常気象等に影響する大規模災害への対応

・能登半島地震にも触れる。

8
・ICTの普及
・SNSの利用拡大
・AI、RPA、キャッシュレス化の普及

・コロナ禍を経た働き方の変化。（※再掲）

・生成AIの本格的な普及と社会実装。

・デジタル格差・情報リテラシーの課題。

・リモートワーク・ヮーケーションなどによる多拠点居住の一般化。

9

10
・地球温暖化
・脱炭素社会の構築
・再生可能エネルギー、新エネルギーの推進

・国のGX基本方針に基づく、地域主導の脱炭素社会づくり。

・持続可能なまちと経済の好循環。

・環境と防災をつなぐ、強くしなやかな地域づくり。

11
・考え方を大切にする
・「見える化」まではしていない

・「見える化」。

・認知から実装への転換。

・目標とする2030年が近づいてきている。

・ 「誰一人取り残さない」から「一人一人が役割を持つ」へ。

12
・限られた人材や財源で、効果的かつ効率的な事業実施
・多様化する市民ニーズに対応するために、職員の能力向上、市民の信頼される職員の育成

1
・自治基本条例で定めるまちづくりを進めていくうえでの基本原則「参画と協働」「情報の共有」「自
律と共助」の順守について記載している。

2 ・若者による評価の考え方。

1
・様々な対話によって第3次総合計画が策定された経緯の記載・
・市民が参加する対話によって、市民の主体的な活動につなげ、市民が「私たちの計画」と実感で
きるようにする。

2
・未来思考（バックキャスティング）での計画策定。
・市民一人一人のありたいまちの姿が、まちの目指す姿

・実効性を高める計画。

3
・人口減少や地域経済の課題解決に向けて、重点的に取り組んでいた創生総合戦略を統合

し、戦略的かつ一体的な推進を図る。

4 ・持続可能な開発目標を意識した取り組みを進めること。 ・３５施策について関連するSDGｓマークを記載。

5
・公共施設の大規模改修などが必要となる時期が迫っているため、引き続き収支均衡が図られた持
続可能な財政構造を維持する。

1

2

3 （HP公開のみで冊子には掲載なし）

※大きな変化は必要ない。

・24頁の人口標記に、R2国調情報を記載。

・26頁の内容に創生総合戦略の推進について記載を削除。

基本計画は、検証結果や現状を踏まえて、内容を修正している。

第2章

第3章

構成

価値観やライフスタイルの多様化

自治基本条例の順守

重点政策

朝来市の人口の現状

年少人口と若年層人口の減少

（新）求められる子育て環境や働く環境の充実

生涯現役の人生100年時代の到来

地方分権の推進と健全な行財政運営

地球環境問題の深刻化

持続可能な開発目標（SDGs）の推進

背景

第1章

情報化・デジタル化の進展とグローバル社会

第３次朝来市総合計画後期基本計画記載内容

改訂の趣旨

推進方針

総合計画の構成

自然災害に対する安全・安心の確保

冊子の名称：第３次朝来市総合計画後期本計画　→　第３次朝来市総合計画改定版

対話でまちの将来像を描く

未来思考による計画づくり

（５）行政運営

複合的な課題と地域共生社会の実現

地方創生計画との一体的推進

（地方創生戦略にもなる計画）

持続可能な開発目標（SDGs）の推進につながる計画

財政規律に基づいた計画

人口減少により低迷する地域経済と雇用

（１）人口減少と地域経済の低迷

（２）若年層人口の減少とライフスタイルの多様化

2

3

4
基本構想

基本計画

実施計画

（３）自然環境・社会環境の変化と地域共生

（４）地球環境問題とSDGｓ
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矩形


